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舞0ち奔かれているギター のヽコード・ リフはジョンの得意と

t‐ ても`るパターンだ。同様のフレーズはrto由 でも良く聴くことができ

る。2～ 4弦の 2フ レットロを左手人差し指でバレーし、 1弦は 5フ レ

メトを,籠で押さえてAのコードを鳴らし、3拍目は 2弦 3フ レットを

中指、4弦 4フ レットを薬権で押さえてDton Apコ _ド をプレイして

しヽるのだが、コード・ チェンジの部分でハンマリングのテクニックが使

われているため、雰囲気のあるづ虫特なフレーズとなっているのだ。国の

部分はほとんどこのギター 1本だけのパッキングとなっているので、リ

ズムに注意して、正確なビートをキープするようにしよう。国の途中か

らドラムがスター トしている。ここはハイハットのクローズとオープン

を使ってリズムを刻んでいるが、オープンの部分でアクセントを付ける

ようにして、ノリの良いリズムをプレイしてもらいたい。四ゆ 94ヽ節目

からジョージのプレイするギター 2やポールのベースもスター トしてい

Copyr,911i01970 SbllyFATV Tunes LLC(ReneWed)
A“ ●9h`adminお :ered bir sony/ATV Music Publt● hing,8 Music Squaleい ′est,Nashv‖ te、 TN 37203

All亀 9hts Re"rt7● d  used by Pcittssion
he=,9魅 tor」卿 :にo緊Юdt● 跡 y Music Publishing(Japan)L・ Ic

る。どちらのギターもナチュラルなサウンドだが、少しディストーショ

ン気味になっている。■フェクターなどは使われていないようだが、ア

ンプによるソフトで自然なディス トーションを付けるようにすると良い

だろう。ジョンはソフ トなサウンド、ジョージは硬質なサウンドでプレ

イしており、このサウンドの違いも、曲に彩りを加えているようだ。こ

の曲でtよ キーボードとしてエレピも加えられている。これはフェンダー

・ ローズではなく、当時良く使われていたウーリッツァーのエレビのよ

うだ。若千サウンドに違いがあるので、シンセなどで代用する場合はな

るべく近いサウンドでプレイしてもらいたい。EIの 4～ 54燎毎日はジョ

ージのプレイするギター 2の聴かせどころだ。チョーキング・ ウィブラ

ー トを使ったシンプルなプレイなのだが、不安定な音程が独特の雰囲気

を出している。リズムも少しタメを動かせるようにして、味のあるプレ

イを心掛けよう。
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